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1. は し が き

『自然地震による地盤･構造物系の応答および破壊機構

に関する研究』の一環として行われている,鉄筋コンク

リート造弱小モデルによる地震応答観測に関し,試験体

の設計,および,観測計画について報告する.

既存構造物を利用して自然地震時の応答観測を試みた

例はすでにある.鉄筋コンクリート建造物を対象とした

ものとしてはたとえば,文献 1),2)などである.しかし

ながら,これらは既存の一般構造物を利用している関係

上,構造物に損傷が生じるような大変形領域までの観測

はなかなか困難であった.そこで気象庁震度階ⅠⅤ程度で

損傷が生じるような鉄筋コンクリート造弱小モデルを製

作し,多点同時観測による地震応答観測を試みた.

2.試験体 の設計

弱小モデルは実物の約1/4-1/5の5層建物2体で,図

1にその写真を,図2に試験体の形状および断面寸法を

それぞれ示した.写真に示したように,各層床には柱が

破壊しても床が約 10cm以上は落下しないように崩壊

防止用鉄骨フレームを設置してある.2体のうち,1体は

地震時に柱に曲げ降伏ヒンジが発生する,いわゆる柱崩

壊形となるよう,また,他の1体は梁崩壊形となるtよう

に設計した.梁 ･柱とも,せん断破壊が曲げ降伏に先行

しないようにし,降伏耐力は可能な限り低くなるように

配慮した.すなわち,基礎固定での部材の弾塑性性状に

基づいた逆三角形外力分布での漸増解析,および,部材

の弾塑性性状に基づいた地震応答解析などを行い,地動

100gal程度で曲げ亀裂が生じるように設計した.配筋詳

細は通常の建物に採用されている方式によった.

3.解析方法および結果

解析に用いた部材モデルは図3に示すように,材端塑
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図1 柱崩壊形試験体の写真

性回転ばね,材中央の弾性曲げばねおよび弾塑性せん断

ばねとが直列結合したもので,繰り返しルールは曲げに

対してはDegradingTri-1inear型とし,せん断は原点指

向型とした.復元力を決定する諸量は曲げには終局強度

式を,せん断には荒J廿式を用いて求めた(文献3).その

他の主な計算仮定は,①はりの耐力には建築学会鉄筋コ

ンクリート構造計算規準で定めるスラブ有効幅を考慮す

る.②はりの長期荷重による材端曲げモーメントを考慮

する,③柱の耐力計算用軸力は長期軸力とし,柱の長期

荷重による曲げモーメントは無視する,などである.

解析結果を次に示す.歯4に漸増解析による崩壊メ

カニズム時の曲げ降伏ヒンジと曲げ亀裂の位置を示し

た.この図より2体の試験体のうち一方は柱崩壊形,

他方ははり崩壊形であることが確認され串.また,図

5は崩壊メカニズム時の変形モードを示したものであ

る.表 1には各試験体の弾性 1次固有周期,保有耐力(ベ

ースシア係数)および,100gal,150gal,200galにそ
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